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1 はじめに
英語が母国語ではない英語学習者にとって,

適した難易度の英語学習教材を利用することは
重要である. 英語テキストの難易度を判断する
上で,英語学習者にとっての難易度と,ネイティ
ブスピーカーにとっての難易度は異なる. 例え
ば,語彙や文法が,第二言語の読みやすさにおい
て重要な役割を果たしていることが示されてい
る. しかし, 英文難易度に関する研究の多くは,

ネイティブスピーカーが判断したテキストの
難易度を評価している. 本研究では, 英語学習
者向けに, 英文の難易度 (英語の運用能力の国
際基準である CEFRレベル)を推定することを
目指している. 今回は, 機械学習による自然言
語処理モデル BERTを使い, CLC（Cambridge

Learner Corpus）コーパスから抽出した CLC

FCE(First Certificate in English)データセット
[1] を使って, 文書分類することで CEFR レベ
ルを推定した. BERTによる分類結果を, CEFR

レベルの語彙数を特徴量としたクラスタリング
による分類と比較し, 結果を考察した.

2 関連研究
これまでの筆者らの研究 [2] では, レベル分

けされた英語学習教材で使用されている, TED

Talks のスクリプト 40 件の難易度を推定する
手法を検討した. 有名なリーダビリティ指標の
1つである Flesch-Kincaid Readability Ease は,

基本的な文章の特徴から計算した値であるた
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め, 指標のスコアと教材のレベル分けは必ずし
も一致しなかった. その原因として, 語彙の難
易度や文法構造を考慮できていないことが考
えられる. Schmalzら [3]は, 言語学習者の試験
に CEFRレベルを自動的に割り当てるために,

BERT ベースモデルを使用することを提案し
た. モデルの入力や種類を変えながら, いくつ
かの実験を行ったところ, BERTベースのアー
キテクチャは, 数値的に有意なデータを用いて,

原文テキストから CEFR の習熟度を分類でき
ることを証明した. しかし, 学習素材が少なく,

入力テキストの評価が一貫していないコーパス
では, 分類精度は高くなかった.

3 方法
3.1 使用データ

CLC FCE データセットは, 2000 年と 2001

年に Cambridge ESOL(English for Speakers of

Other Languages)の FCE試験を受けた受験者
によって書かれた試験スクリプトのセットで
ある. 受験者が作成したテキストの点数は 0.0

から 5.3の範囲にあり, 4段階の CEFRレベル
（A2,B1,B2,C1）に対応する.

3.2 語彙によるクラスタリング
CEFR-J Wordlist[4]の語彙数を特徴量に用い

た, 学習語彙によるクラスタリングを行った.

分類パターンは, 4 分類で予測するパターン
1(A2,B1,B2,C1)と, 2分類で予測するパターン
2(A2と B1,B2と C1をグループにする)の 2通
りである.

3.3 BERTを使った分類
先行研究 [3]と同様に,事前学習済みの BERT

base-uncased アーキテクチャを用いて, 4 レベ

Copyright     2023 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.2-703

2V-05

情報処理学会第85回全国大会



ルの CLC FCEデータセットを分類する実験を
行った. 3.2と同様の 2種類のパターンで分類
する.

4 結果
4.1 語彙によるクラスタリングの結果
クラスタリングによる分類結果を図 1,2に示

す. パターン 1,2ともに, ある程度のクラスタに
分けることができたが, 各クラスタには, A2か
ら C1レベルのテキストが混在しており, CEFR

レベルごとの分類はできなかった.

4.2 BERTを使った分類の結果
BERTによる分類結果を表 1に示す. 精度は,

複数回の実行の平均値である. 比較的高い精度
で, CEFRレベルを予測することができた. ま
た, 4分類の実行結果から 1つを抜粋し, 予測レ
ベル, 正解レベルの各データ数を, 混同行列に
まとめたものを表 2に示す.

5 まとめ・今後の課題
英語学習者向けに, 英文の難易度を CEFRレ

ベルで推定することを目指し, 自然言語処理モ
デル BERTを使って, 文書分類を行った. クラ
スタリングによる分類と比較して, 2 分類と 4

分類ともに, 高い精度で CEFRレベルを推定す
ることができると分かった. ただし, 実用的に
十分な精度にはまだ達していない. 今後は, モ
デル変更や学習データの改善を行い, より高い
精度の分類を目指す.

図 1 語彙による 4分類のクラスタリング結果

図 2 語彙による 2分類のクラスタリング結果

表 1 BERTによる分類結果
分類パターン 精度

パターン 1 (4分類) 70%

パターン 2 (2分類) 84%

表 2 BERTによる 4分類結果の混同行列
予測した CEFR レベル
A2 B1 B2 C1

実
際
の

C
E
F
R
レ
ベ
ル A2 0 0 1 0

B1 0 2 35 0

B2 0 0 161 2

C1 0 0 32 1
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